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宇宙食としての災害食の利用 食塩濃度から考えた食事献立1週間
The use of the disaster food as space foods –Dietary nutrients in one week- 
(Thought from salt density)
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高血圧を防止するために食事で摂取する食塩量を一定量に保つことが必要です。減塩食は、宇宙で必要で
す。宇宙食として災害食を用いることは効果的です。私が用いた災害食は、3年から5年間、常温で保存するこ
とができます。私は、災害食の組合せで、1週間のメニューを製作しました。我々は、災害食物の市販製品を用
いて、1週間のメニューを製作し, 
そのメニューは、10g未満の塩分量を含んでいます。
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